
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■
す
で
に
『
市
報
十
一
月
五
日
号
』
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
よ

う
に
、
長
年
本
校
で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
て
く
だ

さ
っ
て
い
る
「
み
な
み
お
は
な
し
か
ご
」（
秋
葉
美
由
紀
代
表
）

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
■
こ
れ
は
、
読
書
普
及
に
貢
献
し
て
き
た
団

体
な
ど
に
対
す
る
表
彰
で
、
十
月
七
日
、
山
形
県
図
書
館
事
業
功

労
者
の
表
彰
式
で
行
わ
れ
ま
し
た
■
「
み
な
み
お
は
な
し
か
ご
」

は
、
平
成
十
二
年
の
発
足
以
来
、
毎
月
二
回
学
校
を
訪
れ
、
読
み

聞
か
せ
を
実
施
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
■
こ
れ
ま
で
の
読
み

聞
か
せ
で
紹
介
し
た
本
は
、
約
四
千
冊
に
の
ぼ
る
そ
う
で
す
■
読

書
は
、
言
葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
想
像
力
を
豊
か
に
す
る
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
上
で
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
■
今
後
も
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

連
携
し
な
が
ら
読
書
活
動
を
推
進
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す 
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発行日  平成２３年１２月１日 

発行所  寒河江市立南部小学校 
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＜学校教育目標＞ 

学び確かに 心豊かに 体健やかに 

 

日 曜 校 内 の 予 定 日 曜 校 内 の 予 定 

 １ 木 安全の日・安全点検 学びのルーム １ 日 ＜祝＞元日 

 ４ 日 子ども会レクリェーション（体育館） ９ 月 ＜祝＞成人の日 

 ５ 月 職員会議 心を育む給食週間（～９日） １０ 火 ３学期始業式 書き初め大会  

６ 火 なかよし給食＋なかよしタイム 委員会 １１ 水 通学班会 通学路点検・一斉下校 

 ９ 金 ６年租税教室 ＰＴＡ常任委員会③ １２ 木 委員会 ＩＣＴ支援員来校日 

１２ 月 ２学期末大掃除（～１５日） １３ 金 避難訓練  ＩＣＴ支援員来校日 

１３ 火 代表委員会（委員会） １６ 月 安全の日・安全点検 

１４ 水 運動委員会なわとび発表 １８ 水 ＣＲＴ学力検査（～１９日） 

１６ 金 授業４校時・個人面談（１９・２０・２１日） １９ 木 ２年チューブすべり（朝日自然の家） 

１９ 月 ＩＣＴ支援員来校日（２０日・２１日） ２５ 水 授業Ｂ日課４校時 第２回就学時オリ

エンテーション 

２２ 木 授業Ｂ日課４校時 第２学期終業式 ２学期学校評価会議  ３１ 火 代表委員会（委員会） 

２３ 金 （祝）天皇誕生日 

年末年始休業（～１月９日） 

   

  ※２/１（水） 1年チューブすべり 

 

 

 

平成２３年度 

南部っ子 
                    

 

■学校開放日の１１月１６日（水）、１０時より多目

的教室で、「祖父母のみなさんと語る会」を行いまし

た■今年度も、３０名近い祖父母のみなさんからご

参加いただきました■はじめに、菊地校長からこれ

までの子どもたちの学校生活の様子や子どもたちの

活躍の様子などを写真で紹介しました■その後、祖

父母のみなさんからご感想やご意見をいただきまし

た■その中では，東日本大震災時の下校時に正門付

近が車で渋滞してしまったことから、「災害時の対応

に課題があるのではないか。学校と保護者で一緒に

考えていく必要があるのではないか。」ということな

どのご指摘いただきました 

 

 

 

 

 

 

 

学校の校章の花は、梅です。しかし、校舎の周りには、数年前ま

では梅の木があったそうですが、残念ながら今はありません…。 

  

 さて、昨年度は東日本大震災のすぐ後に卒業式があり、当然

卒業を祝う会も自粛してくださいました。節目としての卒業式はでき

ましたが、学校への感謝の気持ちが伝えられなかったことで、卒業

生たちも、また保護者の皆様方も、ぜひ記念になるようなことをした

いという思いをつのらせてくださいました。そして、いろいろご検討して

いただいた結果、校章にある梅の木を寄贈してくださることになり、先

日校地の南側に植樹していただきました。 
 
 せっかくの機会ですので、地域の皆様方にも校章の由来を、あらためてご紹介いたします。 

 
                                                 
 

    雪に耐える梅花は、花の魁（さきがけ）として馥郁（ふくいく）と芳香を放ち、結実するので、 

人生の理想とするよう之を児童の将来にたとえた。 （南部小学校「百年の歩み」より）  

 つらい寒さにじっと耐え努力しがんばることにより、必ず迎える暖かい春には、真っ

先によい香りをただよわせ、見事な実をつけるようになる。子ども時代には、つらくとも

一生懸命勉強に励み、大人になったときに蓄えた力を発揮し、見事に成功すること

を願って、梅が用いられました。また、周りの三角は、元は島・皿沼・高屋の三地区

の連合をかたどっていましたが、昭和４９年（創立９０周年）を期して、徳・知・体の

調和がとれた人間作りも象徴させることにしたそうです。（校章は大正１１年制定） 

 

 今回いただいたものは、校章にもあらわされている南部小学校のシンボルでもある梅の木ですので、大事に

育てるとともに、校章にかけた先人の熱き思いを大切にして、子どもたちにも伝えながら、その実現に努力して

参ります。ありがとうございました。 

    (校長  菊 地 宏 哉) 


